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ルギーは数 GeV から数 TeV 程度の範囲で、エネ
ルギーの大きさ毎にどれくらい存在するかがこれ
までの研究からわかっている。













　田中研究員らは、2006 年 8 月から 10 月まで浅











の飛跡を解析した結果、2004 年 9 月の噴火によっ
て火口底に残った高密度なかさぶた状の溶岩のフ
タや、その下の空洞状のマグマの通り道などがイ
メージできた（図表２）。昭和新山においても同様
のイメージングを進めた。
　また、リアルタイム測定に向けて、宇宙線ミュー
オンデジタル透過像撮影技術注２）の開発も進めら
れており、成功すれば噴火予知の研究に役立つこ
とが期待される。さらに、この技術は、鉄筋コン
クリート構造物の内部状況を透過確認する装置な
ど、一般産業機器への応用も期待される。
図表１　火山体をミューオンが透過するイメージ
図表２　ミューオンの浅間山透過イメージ
提供：東京大学地震研究所　田中宏幸特別研究員
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宇宙線ミューオンによる火山体内部の透視イメージング
注１：写真感光材（原子核乾板など）と金属板（鉄板など）
を組み合わせた構造で、宇宙線の軌跡をとらえる装置
注２：ミューオンの透過情報を電子変換し、その情報
を研究室等の解析装置にオンラインで接続してリアル
タイムで解析するためのミューオンイメージング装置
ミューオン
写真乾板
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